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１．調査研究概要（背景）

✔ 運輸分野における事故多発を受けて、平成18年
10月に「運輸安全マネジメント制度」が導入。

✔ 組織のトップから現場の職員に至るまで、安全確
保のノウハウを共有し（＝組織的安全マネジメント
手法）確立することが必要。

✔ 優良事例の収集・分析を通じて、安全風土の重要
性を確認。安全風土を計画的に改善していけるよ
うなツールを開発。

企業風土測定ツール（アンケート調査方式）
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２．企業風土測定ツール（利用の流れ）

STEP１:アンケート調査の実施

1
私の職場では、あいさつ、身だしなみ、マナーについて、日頃
から繰り返して指導がされている。

2
私の職場では、日常業務（点検・整備など）の中で気づいたこ
とが報告され、日々の改善に繋がっている。

3
私の職場では、始業や点呼時に、本人の状況をふまえて、親
身になった指示・指導がされている。

「あなたの職場」について  →あなたの感覚に最も近いものを １つだけ
えらんで該当する数字に○をつけて下さい。

但し、設問（問１～９）のうち、あなたの職場の業務内容に合致しない設
問は、空欄にしてください。

✔ 各設問ごとに5段階で採点。
（2点、1点、0点、▲1点、▲2点）

✔ アンケート調査（58問）を社内全員で実施。

図表：アンケート調査票（一部抜粋）

・非常にあてはまる
・多少あてはまる
・どちらとも言えない
・あまり当てはまらない
・全く当てはまらない
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２．企業風土測定ツール（利用の流れ）

STEP２:アンケート結果の集計

方法② 集計ツールの提供
✔ 国土交通政策研究所より集計ツールを提供
✔ 運輸企業がアンケートの回答を自らツールに入力し、
集計処理を実施

方法① アンケート調査実施の支援（無料）
✔ マークシート形式のアンケート調査票を送付
✔ 調査票回収後、集計処理及び報告書作成を支援
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２．企業風土測定ツール（利用の流れ）

STEP３:報告書の完成

✔ 階層別、部門別、職種別、勤続年数別などの分析も可能。

図表：報告書（一部）

※報告書のサンプルは国土交通政策研究所
HPからダウンロード可能
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３．利用状況

注）経年で分析するために、過去から数回申込みがあった事業者も、その都度、
社数と人数をカウントしている。

地方の鉄道路線が中心

トラック・バス・タクシー事業者
大手物流事業者含む

貨物と旅客が約半数ずつ

航空会社とヘリ事業者

５

図表：利用状況

平成26年
累計

（平成22年～平

成26年12月末）

社数 2社 16社
人数 220名 7,280名
社数 25社 93社
人数 19,027名 50,358名
社数 8社 25社
人数 1,229名 2,914名
社数 6社 20社
人数 434名 3,340名
社数 41社 154社
人数 20,910名 63,892名

合計

鉄道

自動車

海運

航空



３．モード別平均値

0.00 0.25 0.50 0.75 1.00
鉄道 海運 航空 自動車

Ⅰ． トップの価値観・行動

の充実と浸透

Ⅲ． 教育訓練の充実

Ⅳ． 現場管理の充実

Ⅱ． マネジメントサイクル

の充実と浸透

Ⅴ． 職場メンバーの積極心

（低い） （高い）

鉄道 海運 航空 自動車
Ⅰ．トップの価値観・行動の充実と浸透 0.09 0.42 0.24 0.26
Ⅱ．マネジメントサイクルの充実と浸透 0.44 0.56 0.70 0.44
Ⅲ．教育訓練の充実 0.35 0.51 0.58 0.34
Ⅳ．現場管理の充実 0.30 0.53 0.37 0.34
Ⅴ．職場メンバーの積極心 0.65 0.74 0.78 0.62

注）平成22年～平成26年12月末までの154社 63,892名の蓄積データを基に作成 ６

図表：モード別平均値



0.00 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25

現業職層 管理職層 経営者層

Ⅰ． トップの価値観・行動

の充実と浸透

Ⅲ． 教育訓練の充実

Ⅳ． 現場管理の充実

Ⅱ． マネジメントサイクル

の充実と浸透

Ⅴ． 職場メンバーの積極心

（低い） （高い）

３．モード別平均値（階層別）

現業職層までどのように
浸透しているのか、目を向
けていくことが必要

７

経営者層 管理職層 現業職層
Ⅰ．トップの価値観・行動の充実と浸透 0.94 0.58 0.21
Ⅱ．マネジメントサイクルの充実と浸透 1.09 0.77 0.45
Ⅲ．教育訓練の充実 0.83 0.59 0.36
Ⅳ．現場管理の充実 0.69 0.55 0.35
Ⅴ．職場メンバーの積極心 1.01 0.77 0.65

図表：階層別平均値（4モード）
注）平成22年～平成26年12月末までの154社 63,892名の蓄積データを基に作成



４．物流会社Ｅ社

〇 事故防止対策や各種研修、ISO9001、ISO14001
の認証取得などの仕組みが充実

✔ 更なる安全の実現に向けて、協力会社を含め
た事故防止が課題

安全に関するアンケート調査を実施

✔ 協力会社の管理、指導等も行っている社内の
Ｆ部門について調査分析

８

✔ 協力会社より自社の得点が低い傾向



-0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 

Ｆ部門 他社平均

Ⅰ． トップの価値観・行動

の充実と浸透

Ⅲ． 教育訓練の充実

Ⅳ． 現場管理の充実

Ⅱ． マネジメントサイクル

の充実と浸透

Ⅴ． 職場メンバーの積極心

４．物流会社Ｅ社（Ｆ部門）

車両物流

本部
他社平均 差異

問10
安全理念・方針の

理解
0.09 0.89 -0.80

問12
取り組み計画の具

体化
-0.14 0.58 -0.72

問13 計画の遂行度合 -0.09 0.64 -0.73

問1 基本行動の指導 0.08 0.67 -0.59

F部門

他社平均に対してマイナス差異の大きい項目を抽出。

９

✔ 特に、「安全理念・方針の理解」「取り組み計画の具体化」「計
画の遂行度合」「基本行動の指導」などの項目において、他社
平均との差異が顕著である

✔ 各領域でＦ部門の得点が他社平均値より低い傾向がみられる



-0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 

現業層 管理者層 経営者層

Ⅰ． トップの価値観・行動

の充実と浸透

Ⅲ． 教育訓練の充実

Ⅳ． 現場管理の充実

Ⅱ． マネジメントサイクル

の充実と浸透

Ⅴ． 職場メンバーの積極心

＋ ＋＋－－－

４．物流会社Ｅ社（Ｆ部門階層別）

１０

✔ 階層間でギャップが大きく、現業層の得点が相対的に低い
✔ 「領域Ⅳ:現場管理の充実」について、経営者層の得点が管理者
層より低い

✔ 「親身になった指導」「積極的な声掛け」について管理者層と現業
層の得点差が大きい

経営者層 管理者層 現業層

問3
親身になった

指導
0.00 0.53 0.04

問4
積極的な声

かけ
0.00 0.39 -0.05



４．物流会社Ｅ社（ヒアリング）

ヒアリングより

現業職層：研修会などで会社の方針や考えについて、話を聞く場
はあり、参考になる。しかし、通常業務に戻ってしばら
くすると薄れてしまう。

〇 理念や方針の浸透について

１１

経営者層：方針の浸透については、各拠点での研修会を通して
行っている。

管理職層：アンケート結果の得点を見て、研修など行っているが
伝わっていないのではないかと感じた。



４．物流会社Ｅ社（ヒアリング）

ヒアリングより

現業職層：安全に対する方針等の伝達は、ミーティング、朝礼の
場で話はある。しかし、上の方が言うだけで実際に取り
組んでいない。現場も周っていない。

〇 管理者層による役割の理解と発揮、現場コミュニケ
ーションについて

１２

経営者層：現場にメンタルヘルスに関するアンケートも行い、得点
が低いことは分かっているが、原因は分からない。

管理職層：伝達事項等については、朝礼で伝達している。

✔ その他、協力会社をいつまでにどの状態まで導いていくのか、具体的な成長目標と達成
責任が不明確になっていることも確認された。



４．物流会社Ｅ社（施策の方向性）

【主要課題】 【課題に対する施策の方向性】

【将来的に想定される問題】

・協力会社の事故防止

・協力会社の事故が減らない。
・結果として、荷主から期待されている水準の
物流サービスを実現出来ない。

・協力会社を指導する立場として、社内部門
に安全に対する理念・方針が浸透していない
・理念、方針の裏付けとなる行動基準などが
明確にされていない。
・協力会社管理は行っているものの、成長目
標が具体化されていない。（指導は行ってい
るが、育成するという視点に欠けている。）

【要因】

①理念・方針の浸透のためのトップ・幹部層
の取組み

・行動基準の明確化。幹部の行動を通した理念・方針の
現場への展開。

②協力会社の成長目標具体化と評価基準
見直し

・協力会社をいつまでに、どこまで成長させるのか、成長目
標を明確にする。協力会社の成長に関与する。

③管理者育成（役割の実践を通した育成、評価）
・「協力会社の指導、育成に関する役割」「方針を浸透さ
せるための日常的な行動や現場との関わりなど」の取組
みについて役割基準書、人事評価項目等に設定。
・上記に基づき、PDCAによる管理者育成の仕組みの体
系化。→管理者育成を通じた、理念・方針の浸透、協
力会社の成長の促進。
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５．今年度の取組み

✔ アンケート調査実施の支援（平成27年度分）

✔ 経年変化による活用事例の収集

✔ 安全パフォーマンス指標と企業風土の関係性分析

１４

✔ 特定モードに着目した分析



企業風土測定ツール（アンケート調査実施）について

✔ ご利用をご希望の方は、国土交通政策
研究所HPを参照、または下記までお問
い合わせ下さい。

１５

平成27年度
アンケート実施の申込受付開始


